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提供機関：石川県立大学

科
目
名 

これからの農業 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 4月11日 ～ 8月1日 

英文科目名 Agriculture of the future 
モバイル配信授業

－ 
開講時間 土曜日 第2講時 13：00 ～ 14：30 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 村上 賢治 外3名 
ｅラーニング

－ 
開講場所 

石川県立大学 

生産科学科 第1セミナー室(A102)，A106実験

単位数 2単位 

定員数 6名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
講義への出席と授業中に行う演習課題，最終

レポートにより総合的に評価をする。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

    9,800円 28,200円 29,600円  10,000円 

科
目
の
内
容 

 本講義では，イネなどの食用作物や，果樹，野菜などの園芸作物の生産における現状と課題，および今後の
発展の方向性について解説する。 
1～6回 野菜園芸学の基礎，野菜生産の現状と課題，今後の発展の方向性などについて解説する。また，野菜

の栽培土壌や品質の分析に関する簡単な実験・実習を行う。（村上賢治） 
7～9回 果樹生産の現状と課題について述べるとともに，様々な果樹の来歴や果樹園芸学に関する基礎的な講

義を行なう。（片山礼子） 
10～12回 作物生産の現状と課題について述べるとともに，遺伝子レベルの先端的な研究から石川県ならでは

の応用的な研究までいくつかの話題を取り上げわかりやすく講義する。（坂本知昭） 
13～15回 イネ（コメ）栽培の行われる水田の持つ高い生産力や持続可能性について解説し，それらを最大限

に生かすための様々な取組みを紹介する。実際に水田に入って様々なイネの観察や生育診断を行う。
（塚口直史） 

16回 期末テスト（村上賢治） 

その他特記事項 

簡単な実験・実習を含み

ます。 

授業担当教員紹介 URL https://www.ishikawa-pu.ac.jp/staff/staffname/murakami-kenji/ 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail murakami@ishikawa-pu.ac.jp 

 

提供機関：金沢工業大学

科
目
名 

麹の科学 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 金沢工業大学へ確認 

英文科目名 Science of Koji 
モバイル配信授業

－ 
開講時間 金沢工業大学へ確認 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 相良 純一 
ｅラーニング

－ 
開講場所 金沢工業大学へ確認 

単位数 2単位 

定員数  

特別聴講学生等定員   

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
講義への出席と授業中に行う演習課題， 

最終レポートにより総合的に評価をする 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

        10,000円 

科
目
の
内
容 

【講義の内容】 

 石川の発酵産業に欠かせない「麹」「麹菌」を学ぶことにより，「発酵」について，科学的見地からより深く学ぶことを目的とする。

 麹菌は，古くから日本の伝統食品に使われてきた。特に，石川では「麹」として日本酒，醤油，味噌，酢だけではなくかぶら寿司な

どにも用いられ，他の地域とくらべて非常に身近なものである。しかしながら，その麹菌が「国菌」であること，高岡・金沢の偉人で

ある高峰譲吉博士がフスマ麹を用いて「タカヂアスターゼ」を製造したことはあまり知られていない。「国菌」である麹菌と，麹菌を用

いて造られる「麹」について学び，地域の偉人の足跡を辿り，日本や石川における発酵産業について深く理解することを目指す。 

【講義の進め方】 

 座学形式で進めていく。適宜，講義中に映像の利用や演習等を行う。 

【目指す課題など】 

 「麹」について歴史学的，科学的見地からその仕組みを理解する。 

 「麹菌」について分子生物学的，遺伝学的見地からその仕組みを理解する。 

 「発酵」について生化学的見地からその仕組みついて理解する。 

その他特記事項 

大学教養程度の生物学の知

識，基礎的な（バイオ系学科

大学1～2年生程度の）生化

学，分子生物学，遺伝学を習

得していることが望ましい。

授業担当教員紹介 URL http://kitnet.jp/laboratories/labo0172/index.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail jun@neptune.kanazawa-it.ac.jp 
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